
政策　04　安全で安心なまちづくり

施策　04　防犯対策の推進

あるべき姿
◇施策がめざす尾張旭市の姿
犯罪が起きにくい環境が整備されています。

■施策の成果状況と評価

人口千人あたりの犯罪発生件数（件）

【市民活動課】

評

価

基準値と比較すると、8件大幅に減少し、対前年度及びH30目標
値と比較してもともに減少しており、成果は向上している。こ
れは、一定の啓発活動の効果をあげたと考えられる。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

13.5 7.9 5.5 12

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標
①

評

価

治安がよく、安心して住めると思う市民の割合（％）

【市民活動課】

基準値と比較すると2.4％増加、前年度より2.6％増加。H30目標
値を達成している。成果としては向上傾向である。引き続き、
体感治安を上げるため、防犯啓発に努める。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

対
前年度

78.8 78.6 81.2 80

（向上）

（向上）

指
標
②

（達成）

目　標
達成度

目　標
達成度

（達成）

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　防犯意識の高揚
防犯対策の平均実践項目数(全9項目中）（項目）

【市民活動課】

評

価

基準値と比較すると0.07ポイント減少、前年度と比較すると0.0
1ポイント増加、平成30年度目標値とは0.69ポイント開きがあ
る。今後は、出前講座や高齢者安全教室などで、防犯対策の必
要性について一層を強調することで成果の向上を図る。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

2.68 2.6 2.61 3.3

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　防犯意識の高揚
防犯対策をしている子どもの割合（％）

【教育行政課】

評

価

前年度に比べ、実績値（H30）が0.2ポイント上昇した。これ
は、「連れ去り防止教室」や学校で行われる防犯事業、安全安
心メール等での啓発により、防犯意識が高まったことが要因の
一つとして考えられる。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

90.2 83.9 84.1 91

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　地域ぐるみでの防犯体制の充実
防犯活動の延べ参加者数（人）

【市民活動課】

評

価

基準値と比較すると大幅に増加し、対前年度及びH30目標値と比
較してもともに増加しており、成果は向上している。これは、
自分の街を守るという地域の防犯意識が向上していることの表
れであると考えられる。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

5,684 8,540 9,500 7,000

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　地域ぐるみでの防犯体制の充実
かけこみ110番の家の数（件）

【市民活動課】

評

価

基準値、H30目標値とは開きがあるものの、前年度と比較して83
件増加している。年々増加傾向にあり、成果としては向上して
いる。（平成26年度以降市内小学校へ調査を実施。基準値当時
は追加のみで削除していない。）

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

824 670 753 900

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

（---）

目　標
達成度

目　標
達成度

（---）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（---）

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値



基本事業03　青少年の非行防止対策の推進
青少年犯罪（触法）件数（件）

【市民活動課】

評

価

（状況）
前年度と実績値（H30）は同数であり、H30目標値を達成してい
る。
（原因）
相談活動や見守り活動など、地域一体で青少年健全育成が推進
されていることが要因である。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

30 18 18 35

（向上）

対
前年度

（横ばい）

指
標

基本事業03　青少年の非行防止対策の推進
青少年迷惑行為件数（件）

【市民活動課】

評

価

（状況）
前年度の実績値に比べ、64件増加した。これは、高校生の喫煙
とスマホを使用しながらの自転車危険運転が増加したためであ
る。
（原因）
市内公園での少年のい集、スマホを使用しながらの自転車危険
運転が増加していることから、街頭相談員によるパトロールと
声かけを強化していることが要因である。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

270 198 262 250

（横ばい）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業04　防犯施設の整備充実
防犯灯・道路照明灯・街路灯・防犯カメラを新たに設置した基数（累
計）（基）

【市民活動課】

評

価

基準値と比較すると425基増加、H30目標値も達成することがで
きた。順調に増加しており、成果としては向上している

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

6,532 6,921 6,957 6,800

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業04　防犯施設の整備充実
交番・警察署の充足度（％）

【市民活動課】

評

価

基準値と比較すると、1.5％増加し、対前年度は横ばい、H30目
標値を達成することができた。成果としては向上している。こ
れは、市民の体感治安の向上として、一定の啓発活動の効果を
あげたと考えられる。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

51.5 53 53.0 53

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（達成）

目　標
達成度

（---）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値


